
取組の概要

取組の成果体制図

社会医療法人
正光会さんさん牧場

○障害者就労継続支援事業所による引退競走馬を利用した観光牧場と流鏑馬神事など地域の伝統行事の継承。
○馬糞堆肥を活用した循環型農業を実施し、様々な障害者の仕事作りや地産地消の推進。

基本情報

 所在地：島根県益田市
 選定表彰：
・ノウフクアワード2021 チャレンジ賞
・中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（む
ら）の宝」選定地区（R4）

 主力商品・イベント：
・引退競走馬を活用した観光牧場・馬事文化継承
・馬糞堆肥を活用した農産品及び加工品
 活用した支援施策：
・公益社団法人 全国乗馬倶楽部振興協会「多様
な馬の利活用等の取組みを支援し、発展させる
ための事業」（H30～）

・令和3年益田市商品開発・販路開拓等支援事業
補助金

○老朽化により存続が困難になっていた市営馬事公苑を再興し、障害者の就労、競走
引退馬のキャリアを活かす観光牧場を設立。

○競走引退馬を４頭飼養し、来客者のセラピーの役割や流鏑馬神事など地域の馬事文化
の継承、日本遺産観光プログラム等の活動に参加。

○飼育馬の馬糞堆肥を活用し、循環型農業による「農・商・福連携事業」を推進。

○売上高：104万円（H30）→2,337万円（R3）
○障害者雇用：５人（H30）→17人（R3）
○来客数：550人（H30）→13,280人（R3）
○馬頭数：5頭（H30）→10頭（R3）

ウェブサイト▶https://sansanfarm.jp

地域資源：馬事文化、農林水産物
事業分野：食品、観光・旅行、福祉、医療
事業主体：就労継続支援事業所、流通企業

親子連れで賑わう観光牧場 伝統の継承に貢献 馬糞堆肥を活用した農業

事例
1032-01

この情報は令和5年3月時点のものです 35
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取組の概要

取組の成果体制図

株式会社
エーゼログループ

○「未来の里山づくり」をテーマとする地域総合商社として、起業人材の育成、森林ブランド等の農林水産物販売、福祉事業を展開。
○地域メディア「Through Me」「西粟倉アプリ村民票」「西粟倉村と暮らすふるさと納税特設サイト」の運営を通じて関係人口の創出。

基本情報
 所在地：岡山県西粟倉村
 選定表彰：
・平成26年地域再生大賞 準大賞（森の学校）
・平成27年第１回ウッドデザイン賞最優秀賞
（農林水産大臣賞）（森の学校）

・令和3年ふるさとづくり大賞 団体表彰
（総務大臣表彰）（エーゼロ）

 主力商品・イベント：
・ユカハリタイルなど木材加工製品等
・起業プログラム（TAKIBI等）
・地域おこし協力隊研修等
・森のうなぎ、森のジビエ、いちごなど
 活用した支援施策：
・地方創生推進交付金（内閣府）
・農林水産業みらい基金
・事業再構築補助金（中小企業庁）

○2009年に地域が主体的に森林等の地域資源の活用と、地域のお客様づくりに取り組むために、西粟
倉村民や西粟倉村役場が株主となり設立された「株式会社西粟倉・森の学校」と、2015年に人や自
然の本来の価値を引き出し、地域経済を醸していくことを目的に設立された「エーゼロ株式会社」
この2社が合併し2023年に生まれたのが「株式会社エーゼログループ」。現在は、北海道厚真町、
滋賀県高島市においても事業展開。

○経済資本事業：ローカルインキュベーション事業、移住・起業支援関連事業
○社会関係資本事業：関係人口創出事業、ふるさと納税業務、アプリ村民票※１、情報サイトの運営

福祉事業（障害者就労支援、高齢者（介護）福祉事業）、建築・不動産事業
○自然資本事業：苺農園、うなぎ養殖、ジビエ肉加工、蜂蜜などの生産・加工・販売、

レストラン事業、木材加工流通事業

○従業員数 ：115人(社員61人、パートスタッフ54人)※役員除く
○売上 ：約10億円
○起業家数 ：全体約50件（うちローカルベンチャー支援関連 15件）
○移住者人口：約200名（R4.12月）

ウェブサイト▶https://www.a-zero.co.jp/

地域資源：森林、ジビエ、うなぎ、多様な人材
事業分野：農林水産業、移住・起業支援、福祉
事業主体：総合地域商社、起業家、地方自治体

アプリ村民票 西粟倉ローカルベンチャースクール

（株）エーゼログループ

※１西粟倉村の情報（起業、観光、仕事など）を受けられ、どこにいても村に関われる
アプリ。村の施設訪問やイベントに参加すれば特典を得られるポイント付与。
西粟倉村役場からこのアプリの開発と運営を受託している。
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この情報は令和5年3月時点(エーゼロ(株)に確認)のものですが、(株)エーゼログループは令和5年4月1日に発足します。 36
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取組の概要

○契約農家から高価買取することで農家の所得向上に貢献しているほか、耕作放棄地を
借りて自社農園で栽培。

○年間180種類もの地域性豊かなジャムを生産するとともに、加工場に併設した直売施
設やカフェで自社のジャムやスイーツを提供。

○酒造免許を取得し、レモンチェッロ製造のため、特命農業部員（クラウドファンディ
ング参加者）と共に柑橘畑の整備から実施。現在は農泊施設の建設を行っている。

○移住希望者と地元企業等とのマッチングや、移住希望者向けツアー、高校・大学での
講演やインターンシップ受入れなどを通じ、島に人を呼び込み域内で経済を循環させ
る持続可能な地域づくりを実施。

○契約農家の所得向上（契約農家からの高価買取）
○直営店来訪者数：8.5万人/年（2022年）
○移住希望者向けツアー実施により移住者増加に貢献
○特命農業部員制度により島との関係人口創出に貢献

体制図

株式会社
瀬戸内ジャムズガーデン

○連携農家等の栽培果実類をジャム・リキュールに加工し、スイーツを販売するカフェの観光スポット化など、６次産
業化や観光資源創出を実施。地域内外の多様な組織や事業体と連携し、移住者支援や魅力の発信を行う等地域に貢献。

基本情報

●所在地：山口県大島郡周防大島町
●選定表彰等：
・農林水産祭「多角化経営部門」
日本農林漁業振興会会長賞（R3）

・第50回日本農業賞「食の架け橋部門」大賞
（R2）

・「ディスカバー農山漁村の宝」第5回選定
（H30）

・総合化事業計画認定（H25）
●主力商品：
・果物（柑橘、イチゴ、いちじく等）を使用
したジャム、スイーツ等

●活用した支援施策：
・６次産業化ネットワーク活動交付金（H26）
・経営継続補助金（R2）

ウェブサイト▶https://www.jams-garden.com/

地域資源：農林水産物
事業分野：食品、観光・旅行、教育
事業主体：地元企業、生産者、観光事業者、教育機関

取組の成果

ホテル
パン屋
コンビニ
等

生産部門
・果実生産
（生食用、加工用）
・果実仕入れ

農泊部門
・果実生産体験

商品加工部門
・ジャム・ジュレ
・フルーツソース
・レモンチェッロ

営業部門
・直営ブティック
・卸販売
・頒布会制度
・ネット通販
カフェ部門
・果実スイーツ

加工用

原料供給

（株）瀬戸内ジャムズガーデン

活用農作業参加

福祉施設・
特命農業部員

支援

観光協会
地域事業者等

行政・技術
センター等

協力

都市部
副業人材契約農家

ガーデンテラスの景観ジャム加工の様子 製造・販売している農産加工品

事例
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この情報は令和5年3月時点のものです
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取組の概要

取組の成果体制図

家賀再生プロジェクト
○世界農業遺産認定の「にし阿波の傾斜地農耕システム」(茅農法)により藍を栽培。企業と連携し食用の用途も開発。
○地域の魅力を伝える観光ツアー実施、視察受入、農福連携の取組等で多くの団体と交流して地域を活性化。

基本情報

 所在地：徳島県美馬郡つるぎ町

 選定表彰：
・とくしま集落再生表彰優秀賞（R3）

 主力商品・イベント：
・ソラの藍、食べる藍「藍粉（アイコ）」
発酵晩茶

・ツアー（エコ、農業体験）
・農家レストラン
・伝統行事、イベント

 活用した支援施策：
・徳島県集落再生加速化支援費補助金

○傾斜畑で、世界農業遺産に認定されたカヤ・落葉などを用いる伝統的な自然循環型農法
で農薬や化学肥料を使用しないため、藍を食用等の用途として利用の幅を拡げる。

○地域資源（茶、草木染、織物、薬草など）を活用しオリジナル商品を開発。
○特に藍は、染色、食用、薬用として利用し、農業、観光、教育、福祉、SDGsなどの
様々な分野の取組を実施。藍生産では、認知症の患者や家族会が栽培に参加したり、
県内外産地とネットワークを形成。

○傾斜地農耕システムによる価値創造を目指す食品企業と連携し地域内農地を活用。

○藍(葉)の収穫量：800kg（R1）→ 2,400kg（R4）
○ボランティア活動参加者がつるぎ町に２組移住し就農。
○家賀ツアー勉強会(R1～)の参加者：毎年600～1,000人
○藍粉とのジョイント商品の件数：H30～R4延べ34件(38品)

ウェブサイト▶https://peraichi.com/landing_pages/view/keka-playback-project/

地域資源：世界農業遺産、農林水産物
事業分野：食品、観光・旅行、福祉、芸術
事業主体：各種団体、農林漁業者、集落、学校、地元企業

｢ソラ｣と呼ばれる家賀集落 ソラの藍畑 各地の大学生等と交流

家賀再生プロジェクト
連携 支援

関係者

地域内 県 内 県 外

集落

(一社)
忌部文化
研究所

食品企業 認知症患者
と家族会

行政（県、町）

産地 学校 その他企業

食品企業

産地

その他企業

け か

この情報は令和5年3月時点のものです 38
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取組の概要

取組の成果

体制図

○くらしを中心とする地域協同組合を選択。柑橘の有機栽培、漁業連携、基準に見合わない柑橘の有効活用など、加
工品を含めたブランド化を推進。地域女性活躍や福祉事業等の多角化により地域全体に雇用の場を創出。

基本情報

 所在地：愛媛県西予市
 選定表彰：
・平成28年度農林水産祭/むらづくり部門で
天皇杯授与

・サスティナブルコスメアワード2021ゴール
ド受賞/yaetoco（ヤエトコ）＊コスメ

・令和3年度ふるさとづくり大賞総務大臣表彰
 主力商品：
・柑橘類等の農産物、ジュース等の加工食品
・コスメ（yaetoco）、海産物、真珠
 活用した支援施策：
・果樹経営支援対策事業

○地域の生産者グループとして創業し、国内有機農業の先駆けとして、柑橘類の栽培管
理・販売システムの確立、加工品等のブランド化により生産者数・事業規模を拡大。

○地域循環型一次産業モデルを目指し、漁業者と連携して、山と海の環境保全活動の実
践、真珠や水産物等を加工・販売。

○女性が活躍する配食サービスなどで雇用創出。地域住民が安心して暮らせる町づくり
の一環として、福祉事業所を運営。

○新規就農者の受け皿となる農業生産法人の設立、運営。若者が住みたくなる環境整備。

○グループの売上は11億円超（R1）。
○生産販売事業では新規雇用者の7割が県外から社員58名で平均年齢39歳（福祉以外）。
○福祉事業では女性中心に63名が活躍（R2）。

ウェブサイト▶https://www.muchachaen.jp/

地域協同組合
無茶々園

地域資源：農林水産物、廃校
事業分野：食品、コスメ
事業主体：農林漁業者、福祉事業者

無茶々園の加工品 働きたい時間、働きたい場所を提供 新規就農者の生産法人・てんぽ印

事例
1038-01

この情報は令和5年3月時点のものです 39
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取組の概要

取組の成果体制図

遊子川地域活性化プロジェクトチーム
遊子川もりあげ隊

○地域特産品のトマトを使った商品開発や農家レストランの取組により、地域農業者の収益確保や雇用の場、交流人口
の拡大等を図っているほか、「なんでも屋ゆすかわ」やデマンドタクシー事業も展開。

基本情報

●所在地：愛媛県西予市
●選定表彰：
・第５回ディスカバー農山漁村の宝（H27）
・第15回オーライニッポン大賞ライフスタイ
ル賞（H29）

・フードアクションニッポンアワード2018
・農林水産祭（むらづくり部門）大臣賞(R3)
●主力商品・イベント：
・トマト加工品（トマト酢、ケチャップ等）
・農家レストラン「食堂ゆすかわ」
●活用した支援施策：
・都市農村共生・対流総合対策交付金（人材
活用事業）

・愛媛県６次産業化チャレンジ総合支援事業

○規格外トマトを活用するため、特産品開発班がトマト酢やケチャップ等のトマト加工
品の開発・販売を行うほか、JAの空き施設を活用した農家レストランも展開。

○特産品開発班は「企業組合遊子川ザ・リコピンズ」として法人化。組合委員22人で構
成し雇用創出に貢献。

○遊子川トマトオーナー制度や移住体験ツアーを開始し、交流人口の拡大にも貢献。
○「なんでも屋ゆすかわ」やデマンドタクシーなど生活・環境整備事業を実施。

○トマト特産品の開発・販売 → 生産量1割ほどの規格外品の有効活用
○特産品開発班を法人化 → 地域農業者の収益確保や雇用の場を創出
○トマトオーナー制度 → 毎年50口募集し、地域外からも多数応募
○自主制作映画による魅力発信 → 取材や問合せ増加など、知名度向上
○「なんでも屋ゆすかわ」、デマンドタクシー運行など
→ 地域実情を考慮した生活環境の改善・充実

ウェブサイト▶https://yusukawamoriagetai.com/

地域資源：農林水産物
事業分野：食品、観光・旅行
事業主体：地域住民、地域おこし協力隊、トマトオーナー等

デマンドタクシートマトを活用した商品開発 農家レストラン「食堂ゆすかわ」

会員（遊子川住民、賛同者）
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取組の概要

取組の成果体制図

一般社団法人
三原村集落活動センターやまびこ

○｢安心して生活できる村｣を目指して官民それぞれの立場の垣根を超えた発想で取り組むシステムづくり。
○村の抱える課題解決のため、６つの部を設けて、生活、産業、福祉といった様々な活動に総合的に取り組む。

基本情報

 所在地：高知県幡多郡三原村

 主力商品・イベント：
・三原米、刺身こんにゃく、ししとう、
店舗運営（田舎料理レストラン）、コイン
ランドリー、体験ミニツアー（古木めぐり
など）、ふれ合い活動（婚活イベント、健
康セミナーなど）、
販売イベント（村外で出張販売）

 活用した支援施策：
・高知県政策「小さな拠点づくり構想・集落
活動センター」

○店舗部：地元食材で日替定食を提供する田舎料理レストラン運営。弁当販売も実施。
○福祉支援部：生きがいづくり。各種イベントの実施。コインランドリー運営。
○特産品販売促進部：食文化を引き継いだ商品の掘り起こしや開発。イベント販売等。
○移住促進部：移住者と村民の交流会実施。移住促進住宅の指定管理。
○生産部：ししとうのハウス栽培、三原米のブランド化を農事組合法人や研究会で実施。
○観光部：村の資源を掘り起こして体験ミニツアー(古木めぐり、皿鉢づくり等）を実施。

○カフェ来客数：12,432人（H29）→ 13,119人（R1）
○コインランドリー売上：1,426千円（H29）→1,852千円（R3）
○特産品販売売上：104千円（H29）→ 3,990千円（R1）
※カフェ来客数や特産品販売売上は、R2以降は新型コロナの影響あり。

ウェブサイト▶https://www.mihara-yamabiko.com/

地域資源：農林水産物、文化・風習
事業分野：食品、観光、福祉、健康ほか
事業主体：村内の各種団体や地域の代表者

やまびこカフェ コインランドリー ブランド米「水源のしずく」

この情報は令和5年3月時点のものです 41

社 員 総 会
各集落代表・商工会・農業公社・JA高知はた三原支所・森林組合・社会福祉協議会・連合婦人会・青年団・若あゆ会・みはらのじまんや・農事組合法人やまびこ 他

理 事 会
理事長 ・ 副理事長 ・ 監事

三 原 村

企 画 調 整 部
理事 （3名） ・ 監事 （2名） ・ 事務局長 ・ 各部長 （6名）

特産品販売促進部店舗部 福祉支援部 移住促進部 生産部 観光部

事例
1039-01

https://www.mihara-yamabiko.com/
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